
裁判員等経験者と法曹三者との意見交換会

「より分かりやすい証人尋問のための工夫」をテーマに、補充裁判員を含む裁判員経験者７名と
法曹三者による意見交換会を行いました。 令和8年1月26日開催

さいたま地方裁判所

裁判の見方がかなり変わりました。とてもいい経験になりまし
た。

皆で、納得する判決を出すことができました。多数決で決める
ので心理的な負担も軽減されていました。

利用はしませんでしたが、メンタルヘルスサポート窓口があっ
たので安心して過ごせました。

裁判官も裁判員も活発に意見交換できました。

裁判員・補充裁判員を経験してみて、いかがでしたか。 専門家証人の証言は、いかがでしたか。

精神科医である証人が、障害の特徴や犯行の背景となる事情を分
 かりやすく説明してくれました。

 専門家証人の説明は理解できました。鑑定結果に至るまでの理由  
について質問をしましたが、十分に説明してもらえませんでした。

 まず専門家証人がプレゼンテーションをし、その後、分からない点を
 質問するという進行でした。質問のやりとりで理解が進みました。

 犯行時、被告人に飲酒の影響があったかの判断に悩みましたが専
 門家証人の方がお酒の影響について判断を示してくれたので議論
 がスムーズに進みました。

専門家証人がご自身の判断の結論のみを断定的に話す方で、弁
護人と検察官の質問にも的を射た回答をしてくれなかったので分
かりにくいと感じてしまいました。



裁判員裁判に関するサイトも
是非ご覧ください！

⇒裁判員制度ウェブサイト

裁判長からのメッセージ

より理解しやすくするため、法廷で、どのような工夫が考えられま
すか。

  立ち位置によっては、弁護人や検察官の声がマイクに拾われず、
聞き取りにくい場面がありましたので、ピンマイクがあるとよ
いと思います。

  プレゼンテーション資料について、立体画像にしたり、ア二
メーションをつけたりすると、より分かりやすくなると思いま
す。

ご参加いただいた裁判員等経験者の皆様から、
大変貴重なご意見をいただきました。

皆様からのご意見を参考に、検察官・弁護人と
共に、裁判員裁判の運用改善のため努力を続け
ていきたいと思います。

ご参加いただきどうもありがとうございました。

責任能力に関する検察官・弁護人の主張・立証について

どちらの主張も分かりやすく、なるほど、と思いました。

被告人の行動がまとめられた資料は分かりやすかったですが、文
 章自体は難しかったです。

https://www.saibanin.courts.go.jp/index.html
https://www.saibanin.courts.go.jp/index.html

	タイトルなしのセクション
	スライド 1
	スライド 2


